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Abstract 

The results clarified changes in the “thoughts” of dispatched school nurses toward their disaster support 

activities.  

Before the activities, there was a change in their "thoughts" from [feeling confused about the dispatch] to 

[developing a sense of mission as a dispatched school nurse]. This change was associated with [asking oneself 

about role-fulfillment] and [effectively preparing for the dispatch] as background factors. 

 [Having a sense of difficulty in performing support activities] and [bearing mental and physical burdens in 

the disaster-affected area] intensified their [feeling powerless and conflicted about this], when [becoming 

aware of the importance of daily communication and support]. They continued their activities while [feeling 

powerless and conflicted about this], but [being encouraged by the disaster-affected area] and [being thankful 

to the accepting school], they were [exploring the roles of dispatched school nurses].  

Furthermore, [being thanked as a dispatched school nurse] and [achieving favorable outcomes of support 

activities], they started [realizing the roles of dispatched school nurses] and consequently [being determined 

to devote oneself to school nurse practice in the future]. The desire to use many experiences, such as [realizing 

the roles of dispatched school nurses], [achieving favorable outcomes of support activities], [being thankful to 

the disaster-affected area], and [regretting insufficient support activities], for future practice further 

promoted their [being determined to devote oneself to school nurse practice in the future].  
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Ⅰ. はじめに 

2016 年 4 月 14 日 21 時 26 分に熊本県を震源とす

る地震が発生し，熊本県を中心とする一連の地域は，

2 日間のうちに最大震度 7 の揺れに 2 度も見舞われた
1)．この熊本地震に対し，児童生徒の心のケア等の支援

のため養護教諭等が被災地に派遣され，支援活動を行

った．この派遣要請では，養護教諭または心のケアが

できる教諭の派遣が依頼されており 2)，災害時の子ど

もの心のケアの重要性が伺える．鹿間ら 3)は，災害時，

養護教諭は，心身の健康状態を的確に把握するととも

に，専門的知識と経験を生かし，些細な変化にも敏感

に気付くことが大切であると述べている．これは，災

害時における健康観察や健康相談といった心のケアの

重要性を示している．2011 年 3 月 11 日に発生した東

日本大震災では，被災地に養護教諭が派遣され，被災

児童生徒の心のケアや健康指導を行った 4)．東日本大

震災時，被災地の学校に派遣され，児童生徒サポート

チームの一員として活動した養護教諭は，被災校の養

護教諭が，先の見えない中で現実の心配から疲労感が

募っていることや，そのような中で傍にいて気持ちを

汲み取っていける同職の支援者の意義が大きいことを

報告している 5)．日常的に子どもと関わることができ，

さらに，被災地の養護教諭を支えることができる養護

教諭を被災地の学校へ派遣することは，適切，かつ効

果的であると考えられる．東日本大震災の状況下で，

より明確にされた養護活動の必要性 6)が，熊本地震の

際に養護教諭の派遣が求められた大きな理由である．

しかし，実際に熊本地震後に派遣された養護教諭は，

見知らぬ土地で，限られた期間内に求められる役割が

担えるのかという不安は大きかったと述べている 7)．

さらに，派遣された養護教諭は，支援活動中に，「不慣

れな生活による心身への負担感」から精神的な負担や

疲労感を感じていたことが報告されており 8)，支援活

動中の負担軽減を課題としてあげている． 

渡辺ら 8)は，被災地に派遣された養護教諭が支援活

動に対して抱いた「思い」の研究で，支援活動前と支

援活動後では，「思い」に変化が生じていたことを報告

した．それらは，「不安」や「戸惑い」から「達成感」

や「感謝」に変化しており，派遣養護教諭の心身の負

担の軽減につながっていた．しかし，支援活動中は，

想定していた支援活動との相違によるもどかしさを感

じ，無力な自分との葛藤を生じさせている．この「も

どかしさ」や「無力感」，「葛藤」が解消されれば，適

切な支援につながるが，解消されずに活動を続けた場

合は，派遣養護教諭がストレスを抱えたまま活動を行

うことにとどまらず，適切な支援が提供されないこと

にもつながる可能性も指摘している．そこで，派遣養

護教諭が抱いた「思い」の変容の過程を明らかにする

とともに，変容に影響を与えた事柄について検討する．

本研究の目的は，被災地に派遣された養護教諭が支援

活動に対して抱いた「思い」の変容を明らかにし，そ

の変容に与えた事柄について考察することである． 

 

Ⅱ. 研究方法  

1.  調査対象 

2016 年 4 月に発生した熊本地震後に，都道府県教

育委員会を通じて被災地へ派遣された 3 県の公立学校

に勤務する養護教諭 11 名を対象とした． 

2.  調査期間及びデータ収集方法 

2017 年 8 月～10 月に，災害派遣時の支援活動に関

する無記名自記式の質問紙調査を実施した．質問紙は，

縁故法を用いて直接研究対象者へ郵送し，回収は，専

用の返信用封筒により直接研究者に郵送してもらった． 

質問紙の内容は，年代，派遣日数，派遣先の学校種

と，派遣養護教諭が支援活動前，支援活動中，支援活

動後に抱いた気持ちや考え，願いなどの「思い」につ

いて，自由記述で回答を求めた．その回答の中から，

「支援活動前」と「支援活動後」で支援活動に対して

不安や戸惑い等の「思い」から感謝や達成感等の「思

い」に変化していたことが確認できた養護教諭 3 名の

回答を分析対象とした． 

3. 分析方法 

自由記述の分析には，大谷が開発した SCAT9)10)

（Steps for Coding and Theorization）を用いて，研

究者 2 名で検討を行い，分析した．SCAT は，言語デ

ータをセグメント化し，そのそれぞれに<1>テクスト

中の注目すべき語句，<2>テクスト中の語句の言いか

え，<3>左を説明するようなテクスト外の概念，<4>そ

こから浮き上がるテーマ・構成概念の順にコードを考

案して付していく 4 ステップのコーディングと，その

テーマや構成概念を紡いでストーリー・ラインと理論

を記述する手続きとからなる分析方法である．比較的

小規模の質的データの分析に有効であり 10)，本研究の

ような少ないケースの分析にも有効であることから採

用した． 

対象者である養護教諭 A～C の自由記述を「支援活

動前」，「支援活動中」，「支援活動後」に分けて，4 ス

テップのコーディングを行った．コーディング後，ス
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トーリー・ラインを作成した．その後，テーマ・概念

やセグメントを参考に似たテーマ・概念をまとめてカ

テゴリー化した．さらに，構成概念，カテゴリーを用

いて，支援活動前，支援活動中，支援活動後の「思い」

の変容を図に示した．カテゴリー間の関係性の検討に

ついては，ストーリー・ラインを参考に，カテゴリー

の変化や影響の関連，相互関係，相反関係について検

討しながら，図式化を進めた．派遣養護教諭 1 名を含

む共同研究者間で協議し合意を得ながら行った．分析

手順を以下に示す． 

(1)自由記述の中から，支援活動に関わる記述を抜き出

し，セグメント化し，マトリクスの中にセグメント

化したデータを記述する． 

(2)セグメント化したデータを<1>テクストの中の注目

すべき語句を書き出す．次に，<2>それを言いかえ

るためのデータ外の語句を記入する．続いて，<3> 

<2>を説明するための語句を記入する．<4>そこか

ら浮き上がるテーマ・構成概念を記入し，4 ステッ

プのコーディングを行う． 

(3) <4>で浮き上がったテーマ・構成概念を紡いでスト

ーリー・ラインを記述する． 

(4)セグメントの内容を考慮しながら，テーマ・概念と

の類似性に基づきカテゴリー化する． 

(5)テーマ・構成概念，カテゴリーを用いて，支援活動

前，支援活動中，支援活動後の「思い」の変容を図

に示す． 

4. 倫理的配慮 

 調査対象者に本研究の目的と方法，プライバシーの

保護，自由意志による参加であることを口頭で説明し

た．得られた全てのデータは，研究以外の目的で使用

しないことを口頭で説明し，本研究者以外が目にする

ことのない，施錠のできる場所で保管した．なお，本

研究は，中部学院大学・中部学院大学短期大学部倫理

委員会の承認（E17-0008）を得て行った． 

5. 用語の定義 

 本研究において，次の 3 つの用語について定義して

使用する． 

(1)派遣養護教諭 

 各都道府県教育委員会を通じて被災地に派遣された

養護教諭 

(2)受入養護教諭 

 被災した学校に勤務し，派遣養護教諭を受け入れた

養護教諭 

(3)「思い」 

気持ちや考え，願いなど 

 

Ⅲ. 結果 

1. 対象者の属性 

調査対象者の基本属性を表 1 に示した． 

表 1 対象者の属性 

項目 養護教諭 A 養護教諭 B 養護教諭 C 

年代 20 代 40 代 50 代 

派遣先の学校種 中学校 中学校 小学校 

派遣日数 9 日 8 日 10 日 

 

表 2 派遣養護教諭 A「支援活動前」の SCAT分析フォーム（一部） 

№ テクスト 

<1> <2> <3> <4> 

テクスト中の 

注目すべき語句 

テクスト中の 

語句の言いかえ 

左を説明するような 

テクスト外の概念 

テーマ・構成概念 

（前後や全体の文脈を考慮して） 

1 

なぜ自分が？と思ったが，少しで

も現地のためになるならと思っ

て参加を決めた． 

なぜ自分？，少しでも

現地のため，参加を決

めた 

想定外の派遣，戸

惑い，役に立ちた

い，参加への決意 

派遣打診. 

打 診 の 受

容. 

想定外の派遣決定への戸

惑い. 

参加への決意の高まり. 

2 

自分の学校の養護教諭が不在に

なることになり，申し訳ない気持

ちでいっぱいであった．自校の先

生方が行くことを応援してくだ

さり，頑張ろうと思った． 

自分の学校の養護教

諭，不在になる，申し訳

ない，自校の先生方，行

くことを応援，頑張ろ

う 

不在となる自校

の養護教諭，罪悪

感，周囲の応援，

精一杯，決意 

自 校 へ の

配慮. 

不在となることへの心苦

しさ. 

周囲の応援による意欲の

高まり. 

3 

個人で被災地へ行っているわけ

ではなく，学校や市，県の代表と

していくことを考えると本当に

自分に務まるのか不安だった． 

学校や市，県の代表，自

分に務まるのか，不安 

任務としての派

遣，役割の遂行，

不安 

自 治 体 か

らの派遣. 

任務としての責任の重

さ. 

責任の重さに対する不

安. 

4 

相手の養護教諭の先生は，どのよ

うな先生だろうか．1 日の流れや

仕事内容が分からず，不安． 

相手の養護教諭の先

生，は，どのような先

生，1日の流れや仕事内

容が分からず，不安 

受入養護教諭，人

柄，支援活動の情

報不足，不安 

2 人配置. 

受入養護教諭との協働へ

の不安. 

情報不足な支援活動に対

する不安. 

5 

被災地の方は食べ物や住む場所

にきっと困っているだろうに，自

分はホテルで生活してよいのだ

ろうか．自分の食べ物のことや再

度地震があると思うと怖い． 

被災地の方，食べ物や

住む場所，困っている，

ホテルで生活してよい

のだろうか，自分の食

べ物，再度地震，怖い 

被災地の衣食住，

安定した住居環

境，ジレンマ，被

災地での食事，地

震への恐怖 

被 災 地 へ

の生活. 

被災地の生活に対する不

安. 

自身の安心できる住居環

境へのジレンマ. 
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3 名の養護教諭は，20 代，40 代，50 代であった．

派遣日数は 8～10 日，派遣校種は，小学校 1 名，中学

校 2 名であった． 

2. 派遣養護教諭 A～C のストーリー・ライン 

対象者である派遣養護教諭 A～C の自由記述内容を

「支援活動前」，「支援活動中」，「支援活動後」に分け

て，SCAT の手続きを利用して分析した．派遣養護教

諭 A の「支援活動前」の SCAT 分析フォームの一部を

例として表 2 に示す．また，テーマ・構成概念を全て

紡ぎ合わせて作成した A～C のそれぞれの活動時期の

ストーリー・ラインを表 3 に示す．ストーリー・ライ

ンの中の下線部は，テーマ・構成概念を示している． 

 

表 3 活動時期別のストーリー・ライン 

下線は，テーマ・構成概念 

時
期 

養護教諭 A 養護教諭 B 養護教諭 C 

支
援
活
動
前 

派遣養護教諭 A は，支援活動前，想定

外の派遣決定への戸惑い，自校に養護

教諭が不在となることへの心苦しさ

を抱いていた．受入養護教諭との協働

への不安や情報不足な支援活動に対

する不安といった職務面での思いを

抱き，任務としての責任の重さや責任

の重さに対する不安を感じていた．し

かし，周囲の応援による意欲の高まり

を感じ，参加への決意を高めていた．

さらに，被災地の生活に対する不安や

自身の安心できる住居環境へのジレ

ンマといった生活面での思いも抱い

ていた． 

派遣養護教諭 B は，被災地での関わ

り方への不安や不明な支援ニーズか

ら試される自分自身に対する不安を

感じていた．支援活動に対する自身

の葛藤を通して派遣養護教諭として

役割を自問自答し，果たす役割の重

さを実感していた．しかし，いくら想

像しても予測の域を出ない想像にし

かならず，同じ立場になり得ない気

づきを得ていた． 

派遣養護教諭 C は，支援活動前，被

災地の被害状況からくる不安を抱い

ていたが，貢献したい意欲も持ち合

わせていた．また，不明確な支援活動

内容であったが，派遣前の引き継ぎ

の有効性を感じていた． 

支
援
活
動
中 

養護教諭 A は，支援活動中，被災地で

の言葉遣いへの迷いから心のケアの

困難感を感じていた．日常的な関わり

の重要性や日常的な関わりの有効性

に気付き，受入養護教諭の対応時間の

確保を役割と捉え，保健室不在時の来

室者対応を行っていた．受入養護教諭

との協働への配慮を大切にし，疲労困

憊な教職員の負担軽減を願いながら

も，役割が果たせない無力感を感じ，

役立ちたい自分との葛藤を抱いてい

た． 

派遣養護教諭 B は，支援活動中，被

災地の児童生徒の把握困難な心身の

状態から心のケアの困難感を抱いた

が，増加する来室者対応の気づきや

細やかな対応の必要性から，派遣養

護教諭ではなく，受入養護教諭が実

施する心のケアの必要性を感じてい

た．また，自身の活動に対する熱意と

能力の相違を感じ，任務に対する無

力感を抱いていた．さらに，受入養護

教諭の受入れによる負担感への懸念

から，有効な支援確立の困難さを感

じていた．しかし，対応時間の確保に

努め，事務作業の有効性を実感して

いた．垣間見える被災地の生活への

心苦しさ感じながらも，受入校職員

から提供される有効な情報への感謝

を抱いていた． 

派遣養護教諭 C は，支援活動後，被

災者の懸命に進む前向きさに触れ，

被災地の前向きさから感じる励まし

を得て，活動を進めていた．こういっ

た励まし等から受入校職員の気遣い

への感謝の気持ちをもった． 

支
援
活
動
後 

派遣養護教諭 A は，支援活動後，受入

養護教諭のサポートが役目と考え，協

働のバランスの重要性を認識し，活動

を進めていた．心のケアの困難感か

ら，支援ニーズの相違を感じ，活動へ

の後悔を抱いていた．受入養護教諭か

らの感謝や被災者からの励ましへの

感謝を抱き，尊敬する養護教諭像や自

身の活動成果への気づきを得ていた． 

派遣養護教諭 B は，支援活動後，自

身が受援を想定した準備の必要性を

感じた．さらに，経験を活かす決意か

ら今後の活動展開への期待をもっ

た． 

派遣養護教諭 C は，支援活動後，日

常的な関わりの重要性を再認識し，

経験から得た学びを今後の決意に繋

げていた． 
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表 4 派遣養護教諭の「思い」のテーマ・構成概念のカテゴリー化 

時期 テーマ・構成概念 カテゴリー 

支
援
活
動
前 

不明な支援ニーズ 

支援活動に対する不安感 
不明確な支援活動内容 

情報不足な支援活動に対する不安 

受入養護教諭との協働への不安 

任務としての責任の重さ 

責任の重さに対する不安感 責任の重さに対する不安 

果たす役割の重さ 

派遣養護教諭としての役割を自問自答 

役割達成への自問自答 支援活動に対する自身の葛藤 

試される自分自身に対する不安 

被災地の生活に対する不安 

被災地での生活に対する不安感 自身の安心できる住居環境へのジレンマ 

被災地の被害状況からくる不安 

予測の域を出ない想像 

被災者との関わり方に対する不安感 被災地での関わり方への不安 

同じ立場になり得ない気づき 

周囲の応援による意欲の高まり 

派遣養護教諭としての使命感 参加への決意 

貢献したい意欲 

想定外の派遣決定への戸惑い 
派遣に対する戸惑い 

不在となることへの心苦しさ 

派遣前の引き継ぎの有効性 派遣前の有効な準備 

支
援
活
動
中 

受入養護教諭の負担軽減 

派遣養護教諭の役割を模索 

受入養護教諭の対応時間の確保 

保健室不在時の来室者対応 

対応時間の確保 

事務作業の有効性 

細やかな対応の必要性 

疲労困憊な教職員の負担軽減 

増加する来室者対応の気づき 

受入養護教諭との協働への配慮 

受入による負担感への懸念 

心のケアの困難感 

活動上の困難感 
把握困難な心身の状態 

有効な支援確立の困難さ 

被災地での言葉遣いへの迷い 

役立ちたい自分との葛藤 

無力な自分との葛藤 
役割が果たせない無力感 

任務に対する無力感 

熱意と能力の相違 

受入養護教諭が実施する心のケアの必要性 

日常的な関わりの重要性 日常的な関わりの重要性 

日常的な関わりの有効性 

受入校職員の気遣いへの感謝 
受け入れ校への感謝 

受入校職員から提供される有効な情報への感謝 

懸命に進む前向きさ 
被災地から感じる励まし 

被災地の前向きさから感じる励まし 

垣間見える被災地の生活への心苦しさ 被災地の生活に触れる心身への負担感 

支
援
活
動
後 

協働のバランスの重要性 
派遣養護教諭の役割の自覚 日常的な関わりの重要性を再認識 

受入養護教諭のサポートが役目 

自身の活動成果への気づき 

支援活動の成果 理想とする養護教諭像 

受援を想定した準備の必要性 

心のケアの心残り 

支援活動への心残り 活動への後悔 

支援ニーズの相違 

被災者からの励ましへの感謝 
被災地への感謝 

経験から得た学び 

経験を活かす決意 

今後の養護実践への決意 今後の決意 

今後の活動展開への期待 

受入養護教諭からの感謝 派遣養護教諭が受けた感謝 
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図 1 派遣養護教諭が抱いた支援活動に対する「思い」の変容 
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3. 構成概念の抽出 

抽出されたテーマ・構成概念を類似性に基づき抽象

化し，64 のテーマ・構成概念から，21 のカテゴリー

が抽出された．抽出されたカテゴリーを表 4 に示し，

カテゴリーは【 】を用いて説明する． 

「支援活動前」は，22 の構成概念から，【支援活動

に対する不安感】，【責任の重さに対する不安感】，【役

割達成への自問自答】，【被災地での生活に対する不安

感】，【被災者との関わり方に対する不安感】，【派遣養

護教諭としての使命感】，【派遣に対する戸惑い】，【派

遣前の有効な準備】の 8 カテゴリーが抽出された． 

「支援活動中」は，27 の構成概念から，【派遣養護

教諭の役割を模索】，【活動上の困難感】，【無力な自分

との葛藤】，【日常的な関わりの重要性】，【受け入れ校

への感謝】，【被災地から感じる励まし】，【被災地の生

活に触れる心身への負担感】の 7 カテゴリーが抽出さ

れた． 

「支援活動後」は，15 の構成概念から，【派遣養護

教諭の役割の自覚】，【支援活動の成果】，【支援活動の

心残り】，【被災地への感謝】，【今後の養護実践への決

意】，【派遣養護教諭が受けた感謝】の 6 カテゴリーが

抽出された． 

4. 派遣養護教諭の「思い」の変容 

派遣養護教諭 A～C のストーリー・ラインを参考に，

抽出されたカテゴリーを用いて，「思い」の変容を図式

化した（図 1）． 

支援活動前は，【派遣に対する戸惑い】を抱き，【支

援活動に対する不安感】，【被災地での生活に対する不

安感】，【被災者との関わり方に対する不安感】といっ

た不安な思いへとつながっていた．これらの不安な思

いが【責任の重さに対する不安感】へとつながり，【役

割達成への自問自答】や【派遣前の有効な準備】の影

響によって，【派遣養護教諭としての使命感】に変容し

ていた． 

支援活動中は，使命感をもつ一方で，【活動上の困難

感】，【被災地の生活に触れる心身への負担感】を感じ

ていた．【日常的な関わりの重要性】への気付きが影響

を与え，【無力な自分との葛藤】につながっていた．さ

らに，【被災地から感じる励まし】や【受け入れ校への

感謝】が影響を与え，【派遣養護教諭の役割を模索】す

ることに変容していた． 

支援活動後は，支援活動中の【派遣養護教諭の役割

を模索】が，【派遣養護教諭の役割の自覚】につながっ

ていた．さらに，【派遣養護教諭が受けた感謝】から【支

援活動の成果】を感じ，ここでも【派遣養護教諭の役

割の自覚】を感じる背景となっていた．【派遣養護教諭

が受けた感謝】は自身の【被災地への感謝】と相互に

つながり，この思いが【今後の養護実践への決意】を

抱かせていた．【支援活動の成果】がある一方で，【支

援活動の心残り】も感じているが，この心残りが【今

後の養護実践への決意】を高めていた． 

 

Ⅳ.  考察 

1. 派遣養護教諭が支援活動に対して抱いた「思い」

の変容 

(1)支援活動前の「思い」の変容への影響 

支援活動前に，【派遣に対する戸惑い】を抱いていた

のは，支援活動参加の打診や依頼があったときである

と考えられる．被災地に派遣された看護師は，派遣時，

「急な派遣要請に対する不安」や「支援活動への不安

感」を抱いていた実態が報告されている 11)．本調査で

も，派遣される養護教諭は，同様の思いを抱いていた

ことが確認できた．また，これらの戸惑いを抱きなが

ら参加を検討する中で，【支援活動に対する不安感】や

【被災地での生活に対する不安感】，【被災者との関わ

り方に対する不安感】の不安が募っていったことが推

察できる．しかし，この戸惑いや不安感が【責任の重

さに対する不安】をもたらし，【派遣養護教諭としての

使命感】に変容していた．この変容については，【派遣

前の有効な準備】や【役割達成への自問自答】が影響

したものと考えられた．派遣養護教諭 A は，〈支援活

動に対する自身の葛藤〉を抱き，〈派遣養護教諭として

役割を自問自答〉する中で，〈果たす役割の重さ〉を感

じていた．派遣養護教諭 C は，〈不明確な支援活動〉

であったが，〈派遣前の引き継ぎの有効性〉を感じてい

た．これらにより，被災地の子どもたちや教職員のた

めに派遣養護教諭として，自分は何ができるのかを考

え，自問自答したり準備したりしたことが，使命感を

高めたと推察された．酒井ら 12)は，東日本大震災で支

援にあたった保健師の心理状況を報告した研究の中で，

使命感や責任感は自らを鼓舞する役割があることを明

らかにしている．養護教諭としての役割や使命感を自

分なりに見出し，事前準備の充実を図ることは，活動

に向かう上で重要となる． 

(2)支援活動中の「思い」の変容への影響 

支援活動中には，【活動上の困難感】や【被災地に触

れる心身の負担感】が支援活動前の【派遣養護教諭と

しての使命感】との相反により【無力な自分との葛藤】

を強めていたと考えられる．派遣養護教諭 B は，〈心

のケアの困難感〉を抱いたが，〈増加する来室者対応の

気づき〉や〈細やかな対応の必要性〉といった【日常

的な関わりの重要性】を感じたことで，派遣養護教諭

ではなく，受入養護教諭が実施する〈心のケアの必要

性〉を感じていた．そのため，【日常的な関わりの重要

性】への気づきは，【無力な自分との葛藤】をさらに強

めることに影響していたと推察される．【無力な自分と
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の葛藤】を抱きながらの活動ではあったが，【派遣養護

教諭の役割を模索】しており，そこには，【被災地から

感じる励まし】や【受け入れ校への感謝】が影響して

いたものと推察される．派遣養護教諭 C は，〈被災者

の懸命に進む前向きさ〉や〈被災地の前向きさから感

じる励まし〉を得て，活動を進めている．酒井ら 12)は，

東日本大震災被災地で支援活動を行った保健師は，初

期の混乱期が一段落し，「安心感」を得た後に生じる否

定的な感情として不満や葛藤を抱いていたが，周囲の

サポートによって解決しており，この解決の過程で，

周囲との考え方の違いを受け入れ，新たな視点や学び

につなげたことは，“新たな可能性”や“人間としての強

さ”に重なるものであると述べている． 

本調査でも，懸命に活動する被災地の養護教諭と教

職員姿からの励ましや周囲のサポートが自分の役割や

在り方を模索し，活動の意義を見出そうとするきっか

けとなっていた．励ましや感謝といった周囲のサポー

トは，自身の役割を模索する上で重要となることが示

唆された． 

(3)支援活動後の「思い」の変容への影響 

支援活動後は，【派遣養護教諭が受けた感謝】から【支

援活動の成果】を感じていた．さらに，支援活動中に

役割を自分なりに模索したことにより，【派遣養護教諭

の役割の自覚】を得ていた．派遣養護教諭 A は，〈受

入養護教諭からの感謝〉や〈被災者からの励ましへの

感謝〉から〈自身の活動成果への気づき〉を得ていた．

また，派遣養護教諭 B は，〈経験を活かす決意〉から

〈今後の活動展開への期待〉を抱いていた．〈受入養護

教諭のサポートが役目〉と考える派遣養護教諭 A のよ

うに，支援活動を通して持ち続けていた，被災地の子

どもたちや教職員のために派遣養護教諭として何がで

きるのかを考える姿勢は，日頃から向き合っている子

どもたちとの関わりと同様である．東日本大震災時に

被災地に派遣された養護教諭は，心のケアを支援する

ために被災地へ向かったが，実際は，直接的な心のケ

アではなく，学校の環境整備を中心に行っていた 17)．

そのような状況下でこの養護教諭は，「心身を通して児

童生徒の心に触れる」ことはなかったが，被災地の職

員から環境整備に対する感謝の気持ちを伝えられ，広

い意味で心のケア活動に携われたと報告している 18)．

派遣養護教諭の在り方や派遣された意義を自分なりに

模索し，見出したことは， 今後に生かそうとする思い

を後押しし，【今後の養護実践への決意】を高めていた

と推察される．これに影響する要素として，【派遣養護

教諭の役割の自覚】，【支援活動の成果】，【被災地への

感謝】，【支援活動への心残り】が抽出され，多くの経

験を今後に生かそうとする姿勢が明らかになった．想

定を超える事態が起こり得る災害派遣において，被災

地のことを第一に考えながら，目の前で起こる事柄に

真摯に向き合い，臨機応変に向き合った過程を，自分

なりに価値づける姿勢が重要であることが示唆される． 

2. 本研究の限界 

本調査は，「支援活動前」と「支援活動後」で支援活

動に対して不安や戸惑い等の「思い」から感謝や達成

感等の「思い」に変化していたことが確認できた養護

教諭を対象に実施した．そのため，支援活動中に抱い

たストレスや心身の負担感を軽減させることができた

養護教諭の「思い」が反映されており，ストレスを抱

えたまま支援活動を終えた養護教諭の「思い」の変容

は明らかになっていない．また，対象人数は 3 人であ

り，少数のデータ，なおかつ，自由記述のデータであ

るため，派遣養護教諭の思いを一般化しているとは言

い難い．今後，さらにデータを積み重ね，検討を行う

必要がある． 

 

Ⅴ. まとめ 

2017 年 8 月～10 月に，派遣養護教諭を対象に，支

援活動に対して質問紙調査を行い，支援活動に対する

「思い」について自由記述で回答を求めた．「支援活動

前」と「支援活動後」で変化が確認できた 3 名の記述

内容から，派遣養護教諭の支援活動に対する「思い」

の変容が明らかになった． 

1. 支援活動前に，【派遣に対する戸惑い】が【派遣養

護教諭としての使命感】に変容していたが，背景に

【役割達成への自問自答】や【派遣前の有効な準備】

が影響していた． 

2. 【活動上の困難感】や【被災地に触れる心身の負

担感】が【日常的な関わりの重要性】への気づきに

より，【無力な自分との葛藤】をさらに強めることに

影響していた．【無力な自分との葛藤】を抱きながら

の活動であったが，【被災地から感じる励まし】や【受

け入れ校への感謝】が影響し，【派遣養護教諭の役割

を模索】していた．  

3. 【派遣養護教諭が受けた感謝】や【支援活動の成

果】から【派遣養護教諭の役割の自覚】を得て，【今

後の養護実践への決意】を高めていた．【派遣養護教

諭の役割の自覚】，【支援活動の成果】，【被災地への

感謝】，【支援活動への心残り】といった多くの経験

を今後に生かそうとする思いを後押しし，【今後の養

護実践への決意】をさらに高めていた． 
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